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第20回研究発表会

会長 関根 智紀

日本超音波医学検査研究会の第20回 研究発表会 を担当する ことにな り,身 に余 る光栄で あ る と共 に非常

に大 きな責任 を感 じてお ります.

本 会は今年で20年 を迎え,研 究発表会 も記念 となる第20回 目として開催 され ます.こ の20年 間 での輝音

波 医学 の進歩 には目覚 ましい ものがあ り,技 師 による超音波検査 も単なるス クリーニング検査に とどまら

ず,診 断 ・治療面で生か されるよ うな重要 な検査情報 を提供で きるようにな りました,ま た,超 音波検査

の発展 に伴 い業務 も多種多様化 し,今 後 は益 々検査 の重要性が増 して くる もの と考 え ます.今 回の研究発

表会 の内容 は,こ の ような超音波検査 の発展 を振 り返 り,さ らに今後に向けて新 たなる検査技術 の展開 を

目指せ るよ うに心がけ ました.

メ イ ンテーマ は,「 今,新 たなる超音波検査 の展開 を目指 して」 と掲 げ ました,

特 別講演 は木村邦夫先生(千 葉社会保険病院健康管理セ ンター)に よる 「門脈圧充進症診断の進歩 にお

ける腹部超音波 の役割」であ り,従 来観血的検査法 で しか診断で きなか った門脈圧充進症の診断に腹部超

音 波診断法 の進歩が どの ように寄与 して きたか を講演 していただ くことにな ってい ます,シ ンポジウムは

メイ ンテーマ に合 わせ るように 「腹部領域 にお ける超音波検査の技術 展開」 と しました,超 音 波検査 は技

師の差 が結果へ反映 されが ちですが,我 々は探触子 を握 った ら技師の レベルや患者 さんの状態 にかかわ ら

ず超音波検査 の持つ最大限の情報 を提供 し,ま た超音波検査室 を効率良 く運営 しなければなりませ ん.今

回,技 師の レベ ルは別問題 として,臨 床へ多大 な情報提供が求め られ る超 音波 検査 を技 師の立場 か ら5

テ ーマに分 けて,そ れぞれの分野 か ら目下活躍中の方 々によって検査の技術展 開 を発表 していただ き,初

心者 か らベ テランまで幅広 く参加 してデ ィスカ ッシ ョンしてみたい と思い ます.ま た,キ ー レクチ ャーで

は 「カラーア ンギオの原理 と特徴」 をテーマ に し,一 般演題の発表時間は7分 間 とやや長 くして貴重 な研

究 成果 を発表 していただける ように設定 しま した.

この ように研究発表会の内容 は,超 音波検査 にたず さわる方 々にとって多いに役立つ もの と考 え ます.

な お,発 表会場のセブ ンシテ ィーの周辺 は東京副都心 として整備が進 み東京都 庁 も目の前 にみ られ ま

す,多 数の会員 のご来場 によって有意義 な研 究発表会 と成 ります ことを発表 会の責任者 として心 から願い

ます.



第20回研究発表会 日程
4月22日 午後

時 間 演 題 名 演 者 座 長

12:00 開 会 の 辞

一般演題1

20-1健 常 人における甲状腺の体積 と体格 との相関につ 戸田 玲子
いて

12:10-12:40 20-2乳 腺超音波施行における同時甲状腺疾患超音波検 小村井美穂 佐久間 浩

索の有用性について(第 二報)

20-3甲 状 腺診断におけるアニュプアレイプローブの使 鳥海 修

用経験

一般演題n

20-4単 発性結節性 甲状腺腫における縦横比(D/W比) 遠藤由紀子

12:40-13:10
の臨床的意義(第 二報)

20-5甲 状 腺濾胞癌 の超音波画像 中島 有里
寺島 茂

20-6乳 腺 超音波におけるアニュラアレイプローブの使 黒瀬 実香

用経験 一乳癌症例を中心に一

一般演題皿

20-7超 音波,マ ンモ グラフィ,視 触診 を併用 した乳癌 林 哲也

13:10-13:40 検査の成績 高梨 昇

20-8乳 腺 の腺脂肪線維腫の超音波画像 小泉 恵
20-9超 音波乳癌検診(第3報)一 早期乳癌の検討一 阿部 文子

一般演題IV

20-10胸 部外傷による三尖弁逆流の1例 谷内 亮水
20-11当 院で経験 した心膜欠損症2例 と類似症例1例 の 和田 豊美

13:40-14二20 心エコー所見について 戸出 浩之
20-12断 層 心エコー図法 による左室肥大の検討 高木 秀祐
20-13成 人非 リウマチ性大動脈弁狭窄の重症度評価 にお 渡 春樹

ける注意点

一般演題V

20-14超 音波輝度解析法 による心筋グルコース代謝の評 徳島 修

価;ポ ジ トロ ンCT(PET)と の 比 較

is:zo-is:00 20-15循 環器疾患の心エ コー図診断における肝静脈血流 種村 正 真崎 玲子
評価の意義

20-16左 心 室計測についての検討 野田久美子
20-17超 音 波コン トラス ト剤の有用性 について 永江 学

シンポジウム 「腹部領域における超音波検査の技術展開」
20-S1依 頼 目的に応 じた超音波検査の進め方 西田 睦

15:00-17:00
20-S2精 密 検査 としての超音波検査 と技師の役割

20-S3超 音 波検査における精度管理 について

山崎 良兼

来住野 修

南里 和秀

前田 純子
20-S4超 音波検査報告書の作成と注意点 水町 滋
20-S5腹 部 超音波検査室の運営 と問題点 須貝 正男



4月23日 午前

時 間 演 題 名 演 者 座 長

一般演題班

20-18原 発性肺癌症例における腹部超音波検査(腹 部臓 上條 敏夫

器への転移の検討)

9:00-9:40 20-19胆 管 内回虫迷入症における超音波像の検討 東 靖代 松川 正男

20-20超 音波検査にて術前診断し得た成人腸重積症の1 界外 忠之

例

20-21精 巣腫瘍例 に見 られた点状highecho所 見の検討 濱口 幸司

一般演題珊

20-22超 音 波 パ ル ス ドプ ラ 法 に よ るNutcracker診 断 の 土居 忠文

試み

20-23超 音 波パルス ドプラ法を用いた肝疾患 における上 石川 満子
9:40-10:20

腸問膜動脈,腹 腔動脈,脾 動脈の各血流量の検討
鶴岡 尚志

20-24慢 性 肝疾患 における肝静脈血流波形の変化(超 音 椿 哲弥

波パルス ドップラー法による検討)

20-25慢 性腎疾患患者における腎実質血流の検討 米山 昌司

一般演題田

20-26当 院 における多胎妊娠の超音波検査 岩崎 昭宏

10:20-10:50 20-27超 音 波パルス ドプラ法による上肢動脈の血流パラ 三谷 哲也 永江 学

メ ー タ とパ ター ン解 析

20-28超 音 波 ドブラ法による下肢動脈血流の検討 峯村 貴志

10:50-11:00 次回研究発表会長挨拶 山崎 幸司

特別講演 『門脈圧充進症診断の進歩における腹部超音波 木村 邦夫 遠田 栄一
u:oo-iz:oa

の役 割』 関根 智紀

12:00-13:00 休 憩(評 議委員会)



4月23日 午後

時 間 演 題 名 演 者 座 長

13:00-13:30 総 会

13:30-14:00 キーレクチ ャー 『カラーアンギオの原理 と特徴j 佐藤 武史 山崎 幸司

一般演題IX

20-29当 院 における超音波ファイリングシステムの現状 波多野陽子

14:00-14:20 と問題点 中込 誠

20-30生 理機能検査データ トータルマネージメン トシス 仲宗根 出

テム

一般演題X

20-31非 触知性病変に対する乳腺ポジショニ ングシー ト 佐藤 和秀

の有用性 一超音波による存在部位表示方法に関

して一

14:20-15:00
20-32人 間 ドックにおける頸動脈超音波検査の有用性 に 川地 俊明

白石 周一
つ い て

20-33超 音波断層法による頸動脈硬化性病変の評価 寺島 茂
一内中膜径に関する再現性の検討一

20-34皮 膚科領域におけるアニ ュプア レイプローブの使 山田 清勝

用経験

一般演題X[

20-35慢 性肝疾患経過観察中に発見された胆道系悪性腫 石崎 一穂

瘍3例
15:00-15:30

20-36肝 細胞癌 との鑑別が困難であった肝細胞腺腫の一 嶋田 浩幸
長谷川雄一

例

20-37肝 血管腫 の長期経過観察 増田 裕美

一般演題XI

20-38超 音波検査による動注化学療法の経過観察 佐久間聡美

20-39体 表走査 による超音波検査が有用であった隆起性 橋本 優子
15:30～16:00

胃癌の2例
岩下 浄明

19-40胃 癌術前 の超音波検査 一100症 例 の検討 と検査 山川 忠弘

のための ワークシー ト作成の試み一

16:00 閉 会 の 辞


